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み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て
︑
①
特
定
個
人
情
報
の

開
示
や
訂
正
︑
削
除
は
任
意
代

理
人
で
も
で
き
る
の
か
︒
②
関

連
の
条
例
が
新
設
さ
れ
る
と
考

え
る
が
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
実
施
さ
れ
る
の
か
︒

答
弁
　
①
法
令
の
規
定
に
よ
り

可
能
で
あ
る
︒
②
実
施
す
る
方

向
で
考
え
て
い
る
︒

質
問
　
特
別
支
援
教
室
に
つ
い

て
︑
①
平
成
28
年
度
か
ら
都
が

順
次
︑
導
入
を
し
て
い
く
中
で

人
的
配
置
は
ど
う
な
る
の
か
︒

②
全
学
校
に
設
置
と
の
こ
と
だ

が
︑
ハ
ー
ド
面
の
整
備
の
考
え

方
と
都
の
補
助
は
︒

答
弁
　
①
人
的
措
置
で
専
門
相

談
員
が
都
か
ら
配
置
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
︒
②
学
校
の
実
態
に

応
じ
た
規
模
で
設
置
︒
ま
た
︑

本
格
実
施
の
前
年
度
に
教
材
費

等
で
30
万
円
︑
教
室
の
整
備
で

70
万
円
の
都
の
補
助
が
あ
る
︒

質
問
　
拝
島
第
二
小
の
増
築
工

事
の
測
量
・
地
質
調
査
委
託
に

つ
い
て
︑
①
388
万
円
の
内
訳
は
︒

②
金
額
が
高
い
と
考
え
る
︒
測

量
や
地
質
調
査
に
つ
い
て
︑
過

去
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
は
︒

答
弁
　
①
測
量
委
託
が
233
万

円
︑
地
質
調
査
委
託
が
155
万
円
︒

②
過
去
に
近
隣
の
開
発
に
よ
る

部
分
的
な
境
界
変
更
等
が
あ
り
︑

建
築
指
導
事
務
所
と
協
議
の
結

果
︑
全
体
敷
地
の
丈
量
図
や
現

況
の
測
量
図
が
必
要
と
な
っ
た
︒

質
問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
時
間
外
保
育
事
業
に
つ

い
て
︑
①
１
千
349
万
８
千
円
増

の
理
由
は
︒
②
保
育
園
全
体
の

時
間
外
保
育
の
利
用
状
況
は
︒

答
弁
　
①
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
施
行
に
伴
う
時
間
外

保
育
の
考
え
方
が
６
月
に
実
施

の
都
の
事
務
説
明
会
に
よ
り
明

ら
か
に
な
っ
た
た
め
増
額
補
正

を
し
た
︒
②
昨
年
度
の
１
年
間

の
累
計
で
︑
７
千
141
人
の
利
用
︒

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

質
問
　
賦
課
徴
収
費
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
修
正
委
託
に
つ
い
て
︑
①

市
民
税
賦
課
事
務
経
費
の
修
正

内
容
は
︒
②
軽
自
動
車
税
賦
課

事
務
経
費
の
修
正
内
容
は
︒

答
弁
　
①
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

で
特
例
控
除
額
の
上
限
引
き
上

げ
等
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
経
費
︒
②
軽
自
動
車

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
で
燃
費
性

能
等
に
応
じ
て
減
税
を
実
施
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
︒

質
問
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

つ
い
て
︑
①
税
収
は
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
の
か
︒
②
各
自
治

体
の
魅
力
を
一
層
磨
く
意
識
が

高
ま
っ
た
と
考
え
る
︒
拝
島
ネ

ギ
や
梨
︑
卵
な
ど
︑
昭
島
の
ふ

る
さ
と
名
産
品
を
更
に
開
発
し
︑

地
元
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
︒

答
弁
　
①
制
度
上
︑
個
人
住
民

税
の
収
入
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
︒

②
庁
内
の
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
︑
ふ
る
さ
と
納

税
の
充
実
を
テ
ー
マ
に
︑
返
礼

品
の
導
入
等
に
よ
る
市
の
魅
力

発
信
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
︒

質
問
　
特
別
支
援
教
室
に
つ
い

て
︑
①
都
の
方
針
は
今
後
︑
全

公
立
小
学
校
に
導
入
す
る
と
し

て
い
る
が
︑
中
学
校
に
つ
い
て

の
考
え
は
︒
②
各
校
に
配
置
す

る
特
別
支
援
教
室
と
︑
こ
れ
ま

で
の
通
級
指
導
学
級
を
併
用
す

る
や
り
方
も
あ
る
と
考
え
る
が
︒

答
弁
　
①
都
か
ら
は
中
学
校
に

つ
い
て
の
方
針
は
な
い
が
︑
現

在
︑
瑞
雲
中
の
み
に
あ
る
通
級

指
導
学
級
を
来
年
度
︑
拝
島
中

に
開
設
予
定
で
︑
情
緒
障
害
等

の
あ
る
生
徒
へ
の
指
導
の
充
実

を
図
る
︒
②
原
則
は
特
別
支
援

教
室
で
の
指
導
に
な
る
が
︑
拝

島
第
一
小
の
モ
デ
ル
事
業
等
を

通
し
︑
そ
の
児
童
に
と
っ
て
よ

り
良
い
指
導
を
検
討
し
て
い
く
︒

質
問
　
夏
休
み
︑
春
休
み
等
の

休
み
前
に
は
︑
家
庭
︑
学
校
︑

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か

り
と
見
守
る
取
り
組
み
の
確
認

が
大
切
と
考
え
る
が
︒

答
弁
　
休
業
中
に
ど
の
よ
う
な

観
点
で
安
全
に
配
慮
す
る
か
に

つ
い
て
︑
地
域
の
方
︑
ま
た
学

校
全
体
へ
の
発
信
も
必
要
と
考

え
る
が
︑
ま
ず
は
家
庭
に
向
け

て
の
発
信
を
考
え
て
い
る
︒

質
問
　
災
害
時
︑
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
手
段
と
し
て
︑

機
能
別
消
防
団
な
ど
が
あ
る
︒

今
後
︑
取
り
組
む
考
え
は
︒

答
弁
　
今
後
︑
地
域
防
災
計
画

等
の
見
直
し
を
図
る
必
要
も
生

じ
て
く
る
と
考
え
る
の
で
︑
そ

の
中
で
研
究
し
て
い
き
た
い
︒

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

質
問
　
歳
出
補
正
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
係
る
部
分
は
︒

答
弁
　
住
民
基
本
台
帳
事
務
経

費
に
計
上
の
630
万
円
の
み
︒

質
問
　
拝
島
第
二
小
の
校
舎
増

築
に
つ
い
て
︑
①
増
築
の
背
景

は
︒
②
増
築
の
内
容
は
︒

答
弁
　
①
児
童
数
増
に
よ
り
普

通
教
室
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め
︒
②
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
と

図
書
室
を
増
築
の
校
舎
に
移
す
︒

質
問
　
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
補
助
金
は
︑
非
正
規
職
員

も
交
付
対
象
と
な
る
の
か
︒

答
弁
　
施
設
事
業
所
に
勤
務
す

る
全
職
員
が
対
象
︒

質
問
　
子
ど
も
家
庭
支
援
区
市

町
村
包
括
補
助
金
に
お
け
る
保

育
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
と
は
︒

答
弁
　
認
定
こ
ど
も
園
等
で
の

休
日
保
育
︑
ア
レ
ル
ギ
ー
児
対

応
な
ど
の
経
費
の
一
部
を
補
助
︒

質
問
　
前
年
度
繰
越
金
の
一
部

積
み
立
て
先
を
公
共
施
設
整
備

資
金
積
立
基
金
に
し
た
理
由
は
︒

答
弁
　
今
後
予
定
さ
れ
る
大
規

模
建
設
事
業
に
対
応
す
る
た
め
︒

質
問
　
生
活
保
護
費
の
国
・
都

支
出
金
過
年
度
返
還
金
が
約
２

億
５
千
万
円
と
多
額
な
理
由
は
︒

答
弁
　
予
算
に
不
足
を
生
じ
な

い
よ
う
︑
前
年
度
保
護
単
価
等

を
参
考
に
編
成
し
て
い
る
た
め
︒

無

会

派

質
問
　
臨
時
財
政
対
策
債
が
約

５
億
６
千
300
万
円
の
償
還
見

込
み
に
対
し
︑
５
億
５
千
700
万

円
を
借
り
入
れ
て
い
る
理
由
は
︒

答
弁
　
市
税
収
入
等
は
︑
様
々

な
状
況
に
よ
り
大
き
な
変
動
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
︑
基

本
的
に
は
国
が
示
し
た
財
源
枠

は
︑
予
算
上
確
保
し
て
い
る
︒

公
明
党
昭
島
市
議
団

質
問
　
発
達
障
害
児
の
特
別
支

援
教
室
に
つ
い
て
︑
①
通
級
指

導
学
級
か
ら
変
わ
っ
た
理
由
は
︒

②
指
導
内
容
は
変
わ
る
の
か
︒

答
弁
　
①
よ
り
多
く
の
児
童
へ

の
指
導
の
実
施
︑
本
人
・
保
護

者
の
負
担
軽
減
等
の
た
め
︒
②

教
科
の
補
充
や
小
集
団
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
︑

変
わ
ら
ず
指
導
し
て
い
く
︒

質
問
　
特
定
地
域
型
保
育
事
業

に
つ
い
て
︑
①
市
内
で
何
か
所

が
対
象
か
︒
②
特
定
教
育
保
育

施
設
な
ど
と
の
連
携
状
況
は
︒

答
弁
　
①
家
庭
的
保
育
事
業
︑

小
規
模
保
育
事
業
︑
事
業
所
内

保
育
事
業
で
各
１
か
所
︒
②
連

携
施
設
に
つ
い
て
︑
２
か
所
は

決
ま
っ
て
お
り
︑
残
り
１
か
所

も
確
保
に
努
め
て
い
る
︒

質
問
　
公
共
施
設
整
備
資
金
積

立
基
金
に
つ
い
て
︑
①
現
在
の

積
立
額
は
︒
②
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
取
り
組
み
は
︒

答
弁
　
①
平
成
27
年
度
末
の
見

込
み
額
で
29
億
４
千
700
万

円
︒
②
固
定
資
産
台
帳
の
整
備

を
先
行
し
て
お
り
︑
そ
の
後
︑

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
の
検
討
に
入
っ
て
い
く
︒

質
問
　
教
育
相
談
室
が
一
時
的

に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
転

し
て
い
る
が
︑
い
つ
昭
和
町
分

室
に
戻
る
の
か
︒

答
弁
　
28
年
５
月
に
昭
和
町
分

室
に
戻
る
予
定
で
進
め
て
い
る
︒

質
問
　
職
員
の
採
用
に
社
会
人

枠
を
設
け
る
な
ど
︑
世
代
の
バ

ラ
ン
ス
が
よ
い
構
成
に
す
べ
き
︒

答
弁
　
年
齢
構
成
も
踏
ま
え
た

採
用
を
引
き
続
き
検
討
す
る
︒

予算の補正状況
◎一般会計（第2号）

当初予算	 430億7000万円
前回補正額	 3590万円
今回補正額	 10億3210万円
予算総額	 441億3800万円

◎国民健康保険特別会計（第1号）
当初予算	 142億3700万円
今回補正額	 7260万円
予算総額	 143億	 960万円

◎介護保険特別会計（第1号）
当初予算	 78億3206万5千円
今回補正額	 1億8085万2千円
予算総額	 80億1291万7千円

◎後期高齢者医療特別会計（第1号）
当初予算	 20億4435万4千円
今回補正額	 3726万2千円
予算総額	 20億8161万6千円

◎下水道事業特別会計（第1号）
当初予算	 28億8828万3千円
今回補正額	 4億1462万2千円
予算総額	 33億	 290万5千円

◎中神土地区画整理事業特別会計（第1号）
当初予算	 3億9600万3千円
今回補正額	 118万3千円
予算総額	 3億9718万6千円

◎水道事業会計（第1号）
【資本的支出】
当初予算	 18億5404万円
今回補正額	 1億3014万円
予算総額	 19億8418万円

本
会
議
の﹁
ラ
イ
ブ
中
継
﹂

と
﹁
録
画
中
継
﹂
を
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
︒

昭
島
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

本
会
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

校正　2015/10/26- 月

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

木
﨑
　
親
一
　
議
員

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り

な
が
ら
赤
字
補
て
ん
額
は
前
年

度
よ
り
約
１
億
９
千
万
円
減
少

し
て
お
り
︑
一
般
会
計
に
及
ぼ

す
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
懸
命

に
努
力
し
た
も
の
と
評
価
す
る
︒

平
成
30
年
度
か
ら
の
都
道
府

県
広
域
化
に
向
け
︑
今
後
の
国

や
都
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
︑

市
民
へ
の
周
知
や
準
備
に
遺
漏

の
な
い
よ
う
対
応
し
て
ほ
し
い
︒

ま
た
︑
徴
収
率
の
維
持
向
上

や
医
療
費
適
正
化
等
︑
安
定
的

で
持
続
可
能
な
制
度
の
確
立
に

向
け
︑
更
な
る
努
力
を
要
望
し
︑

本
決
算
に
賛
成
す
る
︒

賛
成

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
︒

２
年
ご
と
に
容
赦
な
く
国
保

税
の
値
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
︑

市
民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
変

な
重
税
と
な
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
資
格
証
や
短
期
証
の

発
行
で
滞
納
世
帯
に
ペ
ナ
ル
テ

ィ
を
科
す
な
ど
︑
市
の
運
営
は

地
方
自
治
法
の
精
神
︑
社
会
保

障
の
性
格
を
明
確
に
し
た
国
民

健
康
保
険
法
の
理
念
も
目
的
も

忘
れ
去
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指

摘
し
︑
本
決
算
に
反
対
す
る
︒

︵
2
面
下
段
よ
り
︶

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

熊
崎
真
智
子
　
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
︑

75
歳
の
年
齢
で
高
齢
者
を
別
の

医
療
制
度
に
囲
い
込
み
︑
負
担

増
と
差
別
医
療
を
押
し
付
け
る

制
度
と
批
判
さ
れ
続
け
て
い
る
︒

保
険
料
は
値
上
げ
さ
れ
︑
更

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

三
田
　
俊
司
　
議
員

平
成
26
年
度
の
保
険
料
見
直

し
に
よ
る
平
均
保
険
料
額
の
引

き
上
げ
に
対
し
︑
区
市
町
村
の

一
般
財
源
投
入
に
よ
る
抑
制
や
︑

低
所
得
者
を
対
象
と
し
た
所
得

割
額
の
独
自
軽
減
策
の
継
続
実

施
な
ど
は
︑
高
齢
者
の
負
担
軽

減
に
十
分
配
慮
し
︑
対
応
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
と
評
価
す
る
︒

28
年
度
に
は
再
び
保
険
料
率

が
見
直
さ
れ
る
が
︑
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
策
に
は
受
益
と
負

に
消
費
税
増
税
が
高
齢
者
の
生

活
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
︒

ま
た
︑
広
域
連
合
の
決
算
状

況
の
報
告
が
な
い
︒
市
と
し
て

運
営
実
態
を
把
握
す
べ
き
︒

後
期
高
齢
者
の
約
９
割
が
低

所
得
者
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

今
後
も
資
格
証
や
短
期
証
を
発

行
し
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
る
︒

以
上
︑
本
決
算
に
反
対
す
る
︒

担
の
バ
ラ
ン
ス
や
世
代
間
の
公

平
性
な
ど
に
十
分
配
慮
す
る
中

で
︑
積
極
的
な
検
討
を
お
願
い

し
︑
本
決
算
に
賛
成
す
る
︒

反
対

賛
成

各
会
派
の
主
な
質
疑

　（
質
疑
順
に
掲
載
）

◇
と

き 

９
月
２
日

◇
委
員
長 

木
﨑　

親
一

◇
副
委
員
長 

内
山　

真
吾

◇	

委
員
数 
20
人

︵
正
副
議
長
を
除
く
︶

◇
審
査
結
果 
各
会
計
と
も

 

原
案
可
決

補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会


